
（新潟県）

東
京
オ
リ
パ
ラ
で
世
界
に
発
信
さ
れ
た

《
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ツ
バ
メ
》

　

新
潟
県
の
２
大
都
市
、
県
都
・
新
潟
市
と
長
岡
市

の
中
間
点
に
あ
り
、
信
濃
川
流
域
に
形
成
さ
れ
た
広

大
な
越
後
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
燕
市

は
、
平
成
18（
２
０
０
６
）年
３
月
、
旧
燕
市
・
旧
西に
し

蒲か
ん
ば
ら原

郡
吉よ

し
だ田

町
・
同
分ぶ

ん
す
い水

町
と
の
１
市
２
町
の
合
併

に
よ
り
、
新
燕
市
と
し
て
の
歩
み
を
開
始
し
た
。

　

越
後
平
野
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
有
数
の
穀

倉
地
帯
だ
。
そ
の
た
だ
中
に
あ
る
燕
市
も
ま
た
、「
米

ど
こ
ろ
・
越
後
」の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
周
知
の
よ
う
に
燕
市
の
名
は
、
金
属
食
器

類
、
中
で
も
全
国
生
産
量
の
90
％
以
上
も
の
シ
ェ
ア

を
誇
る
、
洋
食
器
類
や
金
属
調
理
器
類
（
ハ
ウ
ス

ウ
ェ
ア
）
な
ど
の
生
産
地
と
し
て
、
よ
り
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
令
和
３（
２
０
２
１
）年
夏
に
開
催
さ
れ

た
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク（
以
下
、
東
京
オ
リ
パ
ラ
）に
際
し
て
は
、
選
手
村

食
堂
に
燕
市
側
の
無
償
提
供
に
よ
る
洋
食
器
（
お
も

て
な
し
カ
ト
ラ
リ
ー
／
ナ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ク
・
ス
プ
ー

ン
の
セ
ッ
ト
）が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

既
に
国
際
的
な
評
価
を
得
て
い
た
《
つ
ば
め
ブ
ラ
ン

ド
》
の
名
声
は
、
改
め
て
世
界
的
レ
ベ
ル
で
認
知
さ

れ
た
と
い
え
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
選
手
村
食
堂
で
使
用
さ
れ
る
食
器
類
は
、

近
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
合
成
樹
脂
製
が
主
流

だ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
の
効
率
性
、
特
に
洗

浄
の
手
間
を
省
く
意
味
合
い
な
ど
に
よ
る
措
置
で
、

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
お
い
て
も
当
初
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
食
器
類
の
採
用
か
、
２
０
１
６
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
ら
れ
た

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
食
器
中
心
、
一
部
金
属
食
器
採

用
」が
、
既
定
路
線
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
既
定
路
線
に
風
穴
を
開
け
、
全
面
的
な
燕
市

製
の
金
属
食
器
採
用
が
実
現
で
き
た
の
は
、
日
本
を

代
表
す
る
金
属
食
器
生
産
地
・
燕
市
の
産
業
界
と
、

行
政
の
連
携
に
よ
る
地
道
で
、
粘
り
強
い
努
力
と
情

熱
の
た
ま
も
の
だ
っ
た
。

　
「
燕
市
の
金
属
製
カ
ト
ラ

リ
ー（
以
下
、
お
も
て
な
し
カ

ト
ラ
リ
ー
）を
東
京
オ
リ
パ
ラ

で
採
用
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
の
準
備
を
始
め

た
の
は
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
11
月
。
東
京
オ

リ
パ
ラ
開
催
の
決
定
は
そ
の
年
の
９
月
で
す
か
ら
、

決
定
を
受
け
て
す
ぐ
に
行
動
を
開
始
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
『
つ
ば
め《
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
》プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
愛
称
／
燕
の
お
も
て
な
し
プ

市 政 ル ポ 燕
つばめ

市

鈴
すずき

木　力
つとむ

燕市長

日
本
一
輝
い
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
と
三
つ
の
人
口
増
戦
略

軸
は
豊
か
な
自
然
と
調
和
す
る
モ
ノ
づ
く
り
・
人
づ
く
り
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
い
う
名
称
の
チ
ー
ム
を
、
燕
市
と

地
元
業
界
団
体
（
日
本
金
属
洋
食
器
工
業
組
合
・
日

本
金
属
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ア
工
業
組
合
・
協
同
組
合
つ
ば

め
物
流
セ
ン
タ
ー
）お
よ
び
、
燕
商
工
会
議
所（
※
旧

燕
市
地
区
）、
吉
田
商
工
会
（
※

旧
吉
田
町
地
区
）、
分
水
商
工

会（
※
旧
分
水
町
地
区
）と
の
官

民
連
携
で
立
ち
上
げ
、
そ
れ
以

後
、
足
か
け
７
年
間
に
わ
た
り
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
係
諸
機
関

に
何
度
も
何
度
も
働
き
掛
け
、

令
和
元（
２
０
１
９
）年
８
月
末

に
よ
う
や
く
、
採
用
が
決
定
し

た
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
鈴
木
力
燕
市

長
だ
。
鈴
木
市
長
は
大
学
卒
業

後
の
昭
和
58（
１
９
８
３
）年
４

月
に
新
潟
県
に
入
庁
。
各
部
署
の
要
職
を
歴
任
（
最

終
職
務
は
新
潟
県
知
事
政
策
局
政
策
監
）
後
、
平
成

22（
２
０
１
０
）年
１
月
に
退
職
、
同
年
４
月
に
実
施

さ
れ
た
燕
市
市
長
選
に
出
馬
し
、
当
選
し
た
。
取
材

時
の
令
和
４（
２
０
２
２
）年
10
月
21
日
は
、
４
期
13

年
目
の
ち
ょ
う
ど
半
ば
に
当
た
る
。

　
「
私
た
ち
が
燕
産
の
金
属
製
カ
ト
ラ
リ
ー
採
用
を

要
請
す
る
際
に
強
調
し
た
の
は
、
ま
ず
燕
市
の
洋
食

器
類
の
シ
ェ
ア
が
国
内
最
大
で
あ
る
と
い
う
誰
も
が

認
め
る
実
績
で
し
た
。
さ
ら
に
、
洗
浄
の
手
間
を
惜

し
ま
な
け
れ
ば
何
度
も
再
使
用
で
き
る
金
属
製
カ
ト

ラ
リ
ー
な
ら
、
世
界
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
廃
棄

物
の
削
減
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
こ
と
。
ひ
い
て
は

持
続
可
能
な
社
会（
脱
炭
素
社
会
）の
構
築
を
目
指
す

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も
か
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
、

環
境
面
で
の
貢
献
も
も
ち
ろ
ん
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
私
た
ち
が
力
説
し
た
の

は
、
金
属
製
カ
ト
ラ
リ
ー
を
使
う
こ
と
で
、
世
界
中

か
ら
集
ま
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
に
日
常
生
活
の
重
要

な
基
本
要
素
で
あ
る
『
お
い
し
く
て
心
身
に
滋
養
の

あ
る
食
事
』
を
、
選
手
村
食
堂
を
通
じ
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
結
果
、
競
技
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
向
上
に
も
何
ら
か
の
貢
献
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
さ
ら
に
、
閉
会
後
の
カ
ト
ラ
リ
ー
の
使
い
道

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
『
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
』
に
つ
い
て

も
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
や
構
想
を
提
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
」（
鈴
木
市
長
）

　

燕
市
側
の
用
意
し
た
お
も
て
な
し
カ
ト
ラ
リ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本
金
属
洋
食
器
工
業
組
合
の
会
員

企
業
か
ら
募
集
し
て
決
め
た
。
食
習
慣
や
体
格
な
ど

も
大
き
く
違
う
、
各
国
代
表
の
選
手
の
誰
も
が
違
和

感
を
持
た
な
い
よ
う
な
、
適
切
な
大
き
さ
や
重
さ
、

手
に
な
じ
む
形
な
ど
を
徹
底
追
求
し
た
上
で
、
新
潟

県
の
鳥
で
あ
る
ト
キ
が
飛
翔
す
る
際
の
翼
の
意
匠
を

表
面
に
、
桜
の
意
匠
を
裏
面
に
あ
し
ら
う
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
し
た
。

　

そ
う
し
た
選
手

フ
ァ
ー
ス
ト
の
工

夫
と
共
に
込
め
ら

れ
た
、
燕
市
側
の

も
う
一
つ
の
「
想

い
」
は
、
も
ち
ろ

ん
、
燕
市
の
地
場

産
業
の
根
幹
で
あ

る
金
属
食
器
類
の

品
質
の
良
さ
、
使

燕市における金属加工産業の歴史が概観できる「燕市産業史料館」

取材当日に開催されていた「燕三条ものづくりメッセ2022」（燕三条
地場産業振興センター）には、金属加工産業関連の企業や団体約200
社が出展

市域の随所で田園地帯と工業団地が溶け合う燕市ならではの環境

2020東京オリパラで使用されたメイド・イン・ツ
バメの「おもてなしカトラリー」

燕市

新潟市
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い
心
地
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
各
国
代

表
の
選
手
た
ち
を
通
じ
、
世
界
に
改

め
て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　

燕
市
の
お
も
て
な
し
カ
ト
ラ
リ
ー

は
実
際
、
各
国
選
手
た
ち
に
大
好
評

を
博
し
た
。
燕
市
が
無
償
提
供
し
た

カ
ト
ラ
リ
ー
は
、
各
国
選
手
た
ち
な

ど
が
約
３
割
に
当
た
る
数
を
記
念
に

持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
燕
市
は
当
初

か
ら
「
あ
る
程
度
の
持
ち
帰
り
」
を
想

定
。
そ
れ
を
見
込
ん
だ
量
の
カ
ト
ラ

リ
ー
を
納
入
し
て
も
い
た
。
だ
が「
予

測
を
超
え
る
持
ち
帰
り
」
の
多
さ

は
、
何
よ
り
も
選
手
た
ち
に
よ
る
高

評
価
の
客
観
的
な
証
し
だ
。

　

燕
市
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
選
手
村

食
堂
へ
の
お
も
て
な
し
カ
ト
ラ
リ
ー

採
用
に
至
る
ま
で
の
、
市
を
挙
げ
て

の
長
年
の
努
力
が
報
わ
れ
た
こ
と
を

端
的
に
実
感
で
き
る
成
果
で
あ
り
、

同
時
に
地
場
産
品
へ
の
改
め
て
の
自

信
を
得
ら
れ
た
、
重
要
な
経
験
で
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
ち
づ
く
り
の
近
代
化
は
１
０
０
年
前
の

大
河
津
分
水
の
通
水
か
ら

　

燕
市
内
を
移
動
し
て
い
て
よ
く
目
に
す
る
印
象
的

な
風
景
が
三
つ
あ
る
。
金
属
加
工
関
係
の
事
業
所
や

工
業
団
地
の
集
積
の
多
さ
と
、
そ
の

周
囲
に
展
開
す
る
水
田
の
豊
か
さ
、
市

街
地
を
縦
横
に
流
れ
る
信
濃
川
水
系

の
多
彩
な
河
川
風
景
だ
。

　

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
燕
市

は
世
界
に
冠
た
る
金
属
食
器
類
の
生

産
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
を
代

表
す
る
米
ど
こ
ろ
・
越
後
平
野
の
中

央
部
に
位
置
す
る
田
園
地
帯
だ
。
こ

の
地
に
金
属
加
工
業
が
芽
生
え
た

ル
ー
ツ
は
、
４
０
０
年
以
上
も
前
に

農
家
の
人
々
が
副
業
に
始
め
た
、
金
属
製
の
和
釘
づ

く
り
に
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
が
歴
代
受
け
継
が
れ
、
次
第
に
本
格
的
な
金

属
加
工
産
業
へ
成
長
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
米
作
り

と
金
属
加
工
産
業
の
二
本
立
て
と
い
う
、
現
代
に
至

る
産
業
構
造
を
実
現
し
た
最
大
の
要
因
は
、
一
つ
に

は
信
濃
川
水
系
の
豊
富
な
水
資
源
の
活
用
に
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
要
因
は
信
濃
川
の
「
多

す
ぎ
る
水
量
」
を
、
１
０
０
年
間
に
わ
た
り
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
き
た《
大お
お
こ
う
づ

河
津
分
水
》の
存
在
に
あ
る
。

　
「
近
代
以
降
の
燕
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
暴
れ
川
・

信
濃
川
の
水
流
を
制
御
す
る
た
め
に
開
削
さ
れ
た
、

全
長
９
・
１
㎞
の
大
河
津
分
水
の
存
在
に
負
っ
て
い

ま
す
。
大
河
津
分
水
が
完
成
す
る
以
前
の
信
濃
川

は
、
分
流
の
中な
か
の
く
ち

ノ
口
川
も
含
め
、
３
年
に
１
度
の
頻

度
で
洪
水
が
発
生
し
た
と
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
信
濃
川

の
流
量
を
分
水
・
制
御
す
る
治
水
事
業
の
計
画
は
、

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
半
ば
ま
で
に
、
何
度
も
検

討
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
土
木
技
術
で
は

工
事
が
難
し
か
っ
た
り
、
分
水
開
削
で
想
定
さ
れ
る

多
方
面
へ
の
影
響
の
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
な
ど

課
題
が
多
く
、
実
現
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
明
治
29（
１
８
９
６
）年

７
月
、
信
濃
川
の
堤
防
が
決
壊
。『
横
田
切
れ
』
と
呼

ば
れ
る
史
上
最
悪
の
洪
水
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
燕

を
含
む
西
蒲
原
郡
全
体
で
死
者
が
43
人
以
上
、
家
屋

や
田
畑
の
流
失
被
害
も
甚
大
で
し
た
。
ま
た
、
浸
水

田
畑
の
総
面
積
５
万
８
２
５
４
ha
は
、
当
時
の
越
後

平
野
の
田
畑
の
80
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
後
３
カ

月
以
上
も
越
後
平
野
全
体
が
泥
沼
の
様
相
を
呈
し
た

た
め
、
伝
染
病
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

事
こ
こ
に
至
っ
て
、
国
も
県
も
信
濃
川
の
分
水
化

に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に

は
明
治
42（
１
９
０
９
）年
に
開
削
工
事
を
開
始
。
大

河
津
分
水
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
前
、
大
正

11（
１
９
２
２
）年
８
月
に
通
水
し
ま
し
た（
正
式
な

竣し
ゅ
ん
こ
う工

式
は
大
正
13
／
１
９
２
４
年
挙
行
）。

　

そ
れ
以
後
、
洪
水
は
激
減
し
、
湿
地
帯
の
よ
う

大河津分水には二つの堰（写真左・大河津可動堰、写真右・大河津洗堰）があり、水量調節を随時行う

大河津分水が通水に至るまでの経緯を詳しく記した「信
濃川治水紀功碑」（信濃川大河津資料館横）
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だ
っ
た
大
地
も
、
近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
な

状
態
に
改
善
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
水
田
地
帯
と
金
属

加
工
を
中
心
と
す
る
工
業
立
地
と
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

同
居
す
る
、
今
日
の
燕
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
さ

に
こ
の
大
河
津
分
水
の
存
在
な
く
し
て
は
語
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

燕
市
の
全
域
図
を
見
る
と
、
長
野
県
側
か
ら
流
れ

て
き
た
信
濃
川（
長
野
県
内
で
は
千
曲
川
）と
、
上
越

新
幹
線
・
燕
三
条
駅
の
手
前
（
長
岡
市
お
よ
び
東
京

方
面
か
ら
見
て
）
で
分
流
す
る
中
ノ
口
川
が
市
域
東

側
を
蛇
行
す
る
よ
う
に
流
れ
て
い
る
こ
と
、
信
濃
川

と
中
ノ
口
川
の
分
流
地
点
手
前
か
ら
開
削
さ
れ
た
大

河
津
分
水
が
、
信
濃
川
の
流
路
を
大
き
く
枝
分
か
れ

さ
せ
、
燕
市
お
よ
び
隣
接
す
る
長
岡
市
の
市
域
を
交

互
に
通
過
し
な
が
ら
、
日
本
海
（
長
岡
市
寺
泊
地
区

付
近
）
に
注
ぎ
込
ん
で
い
る
様
子
な
ど
が
、
一
目
瞭

然
で
分
か
る
。

　

信
濃
川
の
水
量
が
非
常
に
多
い
（
日
本
一
と
の
説

も
）
こ
と
に
加
え
、
沿
岸
地
方
に
洪
水
災
害
が
多

か
っ
た
背
景
に
は
、
越
後
平
野
の
地
形
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
越
後
平
野
そ
の
も
の
が
、

信
濃
川
や
阿
賀
野
川
な
ど
が
運
ん
だ
土
砂
の
堆
積
で

形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
川

の
水
面
よ
り
低
い
低
湿
地
が
多
か
っ
た
こ
と
。
さ
ら

に
、
越
後
平
野
の
西
側
に
は
弥や
ひ
こ彦
山
や
角か

く
だ田
山
が
連

な
り
、
海
際
の
沿
岸
部
に
は
標
高
20
ｍ
ほ
ど
の
砂
丘

が
延
々
続
い
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
野
部
は
完

全
な
盆
地
状
を
形
成
。
大
河
津
分
水
開
削
以
前
の
信

濃
川
は
、
洪
水
が
ひ
と
た
び
起
き
る
と
、
水
が
容
易

に
引
か
な
い「
こ
も
り
水
」の
発
生
し
や
す
い
地
形
を

呈
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
信
濃
川
と
中
ノ
口
川
の
分
流
地
点
の
手

前
か
ら
、
大
河
津
分
水
が
開
削
さ
れ
た
こ
と
で
洪
水

は
激
減
。
鈴
木
市
長
の
談
話
に
も
あ
る
よ
う
に
、
田

園
地
帯
と
工
業
立
地
が
見
事
に
両
立
し
、
近
代
的
な

市
街
地
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開
す
る
今
日
の
燕
市
の

「
土
壌
」が
築
か
れ
た
。
そ
れ
は
新
潟
市
・
旧
白
根
市

（
現
新
潟
市
）・
三
条
市
・
長
岡
市
・
小
千
谷
市
な
ど
、

特
に
中
越
地
方
か
ら
下
越
地
方
に
至
る
、
信
濃
川
・

中
ノ
口
川
沿
岸
の
か
つ
て
の
「
洪
水
・
氾
濫
多
発
地

帯
」
全
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ

言
え
る
こ
と
だ
。

　
「
こ
こ
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
大
河
津
分
水
開
削

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
長ち
ょ
う
ぜ
ん
か
ん

善
館
の
人
々
の
こ
と
で

す
。
長
善
館
は
市
内
の
粟あ
お
う
づ

生
津
地
区
に
、
幕
末
の
天

保
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
私
塾

で
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

私
塾
長
善
館
は
粟
生
津
村
の
医
師
の
家
に
生
ま

れ
た
鈴
木
文ぶ
ん
た
い臺
に
よ
っ
て
天
保
４
（
１
８
３
３
）
年

に
創
設
さ
れ
た
漢
学
塾
で
、
閉
校
し
た
明
治
45

（
１
９
１
２
）年
ま
で
の
80
年
間
で
１
０
０
０
人
を
超

え
る
門
下
生
が
送
り
出
さ
れ
た
。

　

初
代
館
主
・
鈴
木
文
臺
は
18
歳
の
頃
、
地
元
の
庄

屋
で
「
論
語
」
な
ど
を
講
義
し
て
い
た
が
、
越
後
の
名

僧
・
良
寛
（
出
雲
崎
生
ま
れ
、
１
７
５
８
～
１
８
３
１

年
）
に
そ
の
才
能
を
絶
賛
さ
れ
た
。
そ
の
後
２
人
は

良
寛
の
暮
ら
す
国く

上が
み

山
の
五
合
庵
な
ど
で
交
流
を
持

ち
、
文
臺
は
良
寛
か
ら
慈
悲
の
心
、
平
等
の
心
、
公

平
無
私
の
心
な
ど
を
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
。

　

長
善
館
で
は「
学
問
と
は
困
っ
て
い
る
人
々
を
救
う

た
め
の
学
び
で
あ
る
」「
学
ん
だ
こ
と
を
実
行
し
て
こ

そ
価
値
が
あ
る
」と
い
う
ブ
レ
な
い
教
え
を
基
に
、
歴

令和4年11月に開催された大河津分水通水100周年記念「分水サミット」の
模様

大河津分水開削への貢献だけでなく、地域の発展に幅広く尽力した長善館
の人々の足跡を展示する燕市長善館史料館
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代
３
人
の
館
主
の
下
、
多
く
の
門
下

生
た
ち
を
導
い
て
い
っ
た
。

　
「
横
田
切
れ
」の
際
に
は
、
そ
の
門

下
生
た
ち
の
中
か
ら
、
時
の
政
府
に

大
河
津
分
水
建
設
の
請
願
な
ど
に
尽

力
し
た
者
、
洪
水
に
よ
る
伝
染
病
の

克
服
の
た
め
に
力
を
果
た
し
た
者
な

ど
が
次
々
に
輩
出
す
る
な
ど
、
地
域

に
対
す
る
貢
献
の
大
き
さ
は
計
り
知

れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら

も
、
大
河
津
分
水
は
ま
さ
に
、
良
寛

の
思
想
、
長
善
館
の
教
え
な
ど
が

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
り
、
実
現
し
た

一
大
社
会
事
業
と
も
い
え
る
。

「
日
本
一
輝
い
て
い
る
ま
ち
」へ
の
挑
戦
と

「
三
つ
の
人
口
増
戦
略
」

　

良
寛
か
ら
長
善
館
の
人
々
を
経
て
醸
成
さ
れ
た
、

常
に
「
地
域
の
視
点
」
で
ま
ち
づ
く
り
を
学
び
合
い
、

実
践
し
合
う
と
い
う
考
え
方
の
系
譜
の
一
端
は
、
例

え
ば
、
燕
市
に
お
け
る
次
世
代
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

参
画
を
促
進
す
る《
つ
ば
め
若
者
会
議
》な
ど
の
事
業

に
も
、
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
「
つ
ば
め
若
者
会
議
は
平
成
25
年
、
市
内
に
暮
ら
す

若
者
た
ち
の
ま
ち
へ
の
参
画
意
識
を
高
め
る
た
め
、

私
が
市
長
に
就
任
し
て
４
年
目
に
立
ち
上
げ
た
事
業

で
す
。
私
の
市
長
就
任
は
合
併
か
ら
５
年
目
の
こ
と
で

し
た
が
、
合
併
以
後
の
燕
市
の
状
況
を
、
県
庁
職
員
・

燕
市
民
の
立
場
か
ら
見
て
い
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
一
体
感
が
な
い
な
ぁ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
の
燕
市
は
合
併
直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

市
庁
舎
建
設
の
是
非
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面

で
、
各
地
区
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
状
況
を
呈
し

て
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
、
そ
の
燕
市
の
市
長
に
な
る

な
ど
と
は
全
く
考
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が

（
笑
）、
そ
れ
で
も
地
元
の
方
た
ち
か
ら
の
熱
心
な
お

勧
め
を
受
け
、
最
終
的
に
市
長
選
に
出
ま
し
た
。
そ

の
際
に
、
私
が
就
任
後
に
最
も
や
り
た
い
と
考
え
て

い
た
こ
と
の
一
つ
が
、
と
に
か
く
合
併
し
て
日
の
浅

い
ま
ち
の
市
民
や
職
員
の
気
持
ち
の
ベ
ク
ト
ル
を
未

来
に
向
け
る
よ
う
、
な
ん
と
か
一
つ
に
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
」（
鈴
木
市
長
）

　

そ
こ
で
鈴
木
市
長
が
就
任
後
、
真
っ
先
に
打
ち
出
し

た
の
は
、
現
在
も
燕
市
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る「
日
本
一
輝
い
て
い
る
ま
ち
・
つ
ば
め
」実

現
に
向
け
た
、
各
種
の
取
り
組
み
の
必
要
性
だ
っ
た
。

　

次
世
代
の
若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
は
、

そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
だ
。
事
業
開
始
か

ら
令
和
５
年
で
満
10
周
年
を

迎
え
る
が
、
つ
ば
め
若
者
会
議

は
「
理
想
と
す
る
燕
市
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
イ

デ
ア
考
案
」「
若
者
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
」「
若

者
同
士
の
交
流
に
よ
る
つ
な

が
り
の
強
化
」
な
ど
の
主
要
目

的
の
推
進
に
、
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
。

　

つ
ば
め
若
者
会
議
は
、
燕
市
を
愛
し
、
ま
ち
の
た

め
に
必
要
な
こ
と
や
大
切
な
こ
と
を
創
造
し
、
主
体

的
に
活
動
す
る
40
歳
以
下
の
若
者
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
チ
ー
ム
ご
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
メ
イ
ン
に
活

動
の
幅
を
広
げ
て
お
り
、
複
数
の
チ
ー
ム
が
あ
る
。

中
で
も「
燕
市
役
所
ま
ち
あ
そ
び
部（
高
校
生
）」の
活

動
は
、
令
和
５
年
１
月
に
総
務
省
「
令
和
４
年
度
ふ

る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
で
優
秀
賞
（
総
務
大
臣
表
彰
）

を
受
賞
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
潟
県
外
在
住
の
燕
市
出
身
者
と
燕
市
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
若
者
を
対
象
に
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
推
進
を
目
的
と
す
る「
つ
ば
め
い
と
」事
業
を
平
成

27（
２
０
１
５
）年
か
ら
実
施
し
、
各
種
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
令
和
２
年
４

月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
時
に
は
、
地
元
企
業
と
連
携
し
、
全
国
に
先

駆
け
て
燕
市
出
身
の
若
者
た
ち
に
地
元
産
の
お
米
な

ど
を
送
る「
ふ
る
さ
と
燕
」大
学
生
等
応
援
事
業
を
実

つばめ若者会議では若者たちが集まってさまざまな活動を主
体的に企画する（写真はミーティングの模様）

つばめ若者会議の活動の一環で、高校生たちが地元ラジオ局
のパーソナリティーとしても活躍

令和4年8月27日に開催の「大河津分水サンクスフェスタ」では桜の記念植
樹も実施（列の真ん中は鈴木市長）
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（新潟県）

施
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
た
。

　

燕
市
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
に
も
積

極
的
だ
。
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
、
分
業
制
で
産
地

が
形
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
中

小
企
業
が
立
地
す
る
地
域
特
性
を
生
か
し
、
産
学
官

が
連
携
し
て
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
か
ら
イ
ン

タ
ー
ン
生
の
受
け
入
れ
推
進
事
業
「
つ
ば
め
産
学
協

創
ス
ク
エ
ア
事
業
」
を
実
施
。「
公
益
社
団
法
人
つ
ば

め
い
と
（
令
和
３
年
・
地
域
再
生
大
賞
・
準
大
賞
を

受
賞
）」が
市
内
企
業
か
ら
の
寄
付
金
を
原
資
に
設
置

し
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

常
駐
す
る
宿
泊
・
交
流
施
設
を
有
す
る
強
み
を
生
か

し
、
国
内
外
か
ら
多
数
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
燕
市
を

訪
れ
て
い
る
。

　

つ
ば
め
若
者
会
議
事
業
、
つ
ば
め
い
と
事
業
、
つ

ば
め
産
学
協
創
ス
ク
エ
ア
事
業
は
、
地
域
の
若
者
た

ち
に
は
地
元
愛
の
醸
成
を
、
故
郷
を
離
れ
た
若
者
た

ち
に
は
Ｕ
タ
ー
ン
意
欲
の
醸
成
を
図
り
、
将
来
的
に

Ｉ
タ
ー
ン
や
関
係
人
口
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
全
国

の
若
者
た
ち
に
は
燕
市
へ
の
関
心
を
促
す
、
実
に
興

味
深
い
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
「
私
た
ち
が
打
ち
出
し
、
目
指
し
て
い
る『
日
本
一

輝
い
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
』
は
、
さ
ら
に
金
属
食
器

な
ど《
つ
ば
め
産
業
ブ
ラ
ン
ド
》の
発
信
拡
大
、
子
ど

も
た
ち
の
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
、
市

民
活
動
の
推
進
、
地
方
創
生
事
業
の
活
発
な
実
践
な

ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
事
業

を
総
合
し
た
狙
い
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
を
は
じ

め
、
近
未
来
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
」（
鈴
木
市
長
）

　

燕
市
の
人
口
は
令
和
４
年
10
月
末
現
在
で

７
万
７
４
８
０
人
、
ピ
ー
ク
は
平
成
12
（
２
０
０
０
）

年
の
８
万
４
２
９
７
人
（
合
併
前
の
燕
市
エ
リ
ア
）

だ
。
減
少
率
は
全
国
的
に
見
て
も
低
い
水
準
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
燕
市
で
は
、「
定
住
人
口
増
」

「
活
動
人
口
（
活
動
的
な
市
民
）
増
」「
交
流
・
応
援
人

口
増
」
の
《
三
つ
の
人
口
増
戦
略
》
を
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
軸
に
据
え
、
先
人

が
築
い
た
土
壌
の
上
に
、
モ
ノ

づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
基
盤
と

す
る
各
種
の
活
性
化
施
策
を
、

精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
、
東

京
オ
リ
パ
ラ
の
選
手
村
食
堂
に

納
入
し
た
「
お
も
て
な
し
カ
ト

ラ
リ
ー
」に
関
す
る「
レ
ガ
シ
ー

の
継
承
」は
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
報
道
に
よ
る
と
選
手
村
に
納
入

さ
れ
た
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
ナ
イ
フ
（
約

２
万
５
０
０
０
セ
ッ
ト
）の
う
ち
、
約
１
万
７
０
０
０

セ
ッ
ト
が
令
和
３
年
10
月
に
里
帰
り
し
て
い
る
。

　
「
里
帰
り
の
直
後
か
ら
随
時
、
学
校
給
食
や
子
ど

も
食
堂
な
ど
で
の
活
用
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
で
の
活
用
、
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
展
示
な
ど

の
ほ
か
、
産
業
・
観
光
面
で
交
流
の
深
い
山
形
県
南

陽
市
へ
の
無
償
貸
与
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
体
育
系
学
生
の
多
い
自
衛
隊
体
育
学
校
や

鹿
屋
体
育
大
学
、
東
京
国
際
大
学
な
ど
の
学
生
食
堂

へ
の
貸
与
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
貸
与
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
レ
ガ
シ
ー
の
継
承
を
図
る
と
同
時
に
、

燕
市
産
の
金
属
食
器
類
の
Ｐ
Ｒ
に
も
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す（
笑
）」（
鈴
木
市
長
）

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
何
事
に
お
い
て
も
ア
イ

デ
ア
豊
富
な
取
り
組
み
が
光
る
、
燕
市
の
ま
ち
づ
く

り
。
こ
れ
か
ら
の「
さ
ら
な
る
成
果
」が
、
大
い
に
期

待
さ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
10
月
21
日
）

「道の駅SORAIRO国上」にはメイド・イン・ツバメのデイキャンプ
用品も多数取り扱っている。デイキャンプ施設も併設され人気のス
ポットだ

燕三条駅構内にも燕の金属製食器・調理器具などの
展示・販売コーナーが。品ぞろえはちょっとした専
門店並みだ

燕三条地場産業振興センター・物産館は燕市および隣接する三条市
の洋食器、キッチン用品、刃物、工具などを展示即売して大人気

上越新幹線・燕三条駅前の子どもたちと遊ぶ良寛像
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